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2017年度に公開した主な歴史公文書
2017年度（平成29年度）は、新たに753点の特定歴史公文書を追加公開し、公開点数は8,492点
となった。主な資料群を以下に紹介する。
1 ．教育・学生支援部学生支援課移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　31冊
年　　代　1984年～2012年
内　　容　平成10年度～20年度までの学寮
専門委員会に関する資料、他に、厚生補導
問題研究会、補導協議会に関する資料など。
伝来・移管　2017年学生支援部より移管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
2 ．理学研究科移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　60冊
年　　代　1945年～1985年
内　　容　昭和20年度～昭和60年度までの
教授会、昭和37年度～昭和60年度までの研
究科委員会の議事録。
伝来・移管　2017年理学研究科より移管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
3 ．法学研究科移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　63冊
年　　代　1949年～2006年
内　　容　昭和24年度～昭和56年度までの
教授会、昭和28年度～平成11年度までの研
究科委員会の議事録など。
伝来・移管　2017年法学研究科より移管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
4 ．農学研究科移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　70冊
年　　代　1955年～2012年
内　　容　昭和31年度～昭和61年度までの
教授会、昭和30年度～61年度までの研究科
委員会の資料など。
伝来・移管　2017年農学研究科より移管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
5 ．電気通信研究所移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　23冊
年　　代　1951年～2010年
内　　容　昭和26年度～61年度までの教授
会、昭和28年度～平成11年度までの研究科
委員会の議事録など。
伝来・移管　2017年電気通信研究所より移
管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
6 ．加齢医学研究所移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　100冊
年　　代　1952年～2004年
内　　容　昭和27年度～昭和61年度までの
抗酸菌病研究所（加齢医学研究所の前身）
の教授会資料や附属病院科長会議資料、将
来構想に関する資料、加齢医学研究所の開
所式関係など。
伝来・移管　2017年加齢医学研究所より移
管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
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7 ．未来科学技術共同研究センタ （ーNICHe）
移管文書
公 開 日　 3月31日
数　　量　17冊
年　　代　1998年～2007年
内　　容　未来科学技術共同研究センター
や（株）東北テクノアーチの設置に関わる
資料、産学連携ラウンドテーブルの資料な
ど。
伝来・移管　2017年未来科学技術共同研究
センターより移管。
複 製 物　なし
利用制限　「要審査」
利用方法　原本による閲覧及び写しの交付
2017年度に公開した個人・団体文書
1 ．理学部生物学教室文書
原 蔵 者　理学部生物学科（1921年設置）
文書群の内容　大正10年に設置された理学
部生物学科および同教室を拠点に運営され
た東北生物学会の運営にかかる文書。
年　　代　1921（大正10）～1979（昭和54）
年
数量・編成　全33点。
伝　　来　1993（平成 5）年に原藏者から
寄贈。
公開条件　当館利用規則に基づき公開。
利用・複写条件　原資料を閲覧。複写は利
用者本人または業者委託による写真撮影と
なる。電子複写は不可。
参考文献等　東北大学理学部生物学教室
五十年史刊行委員会『東北大学理学部生物
学教室五十年史』（1980年）
2 ．阿部純二文書
原 蔵 者　阿部純二（1933-2017）は、山形
県出身の刑法学者で弁護士。1955年に東北
大学法学部を卒業後、千葉大学や明治大学
の教員を経て、1973年に東北大学法学部教
授に就任し、1995年の退官までの間に、法
学部長や全学の評議員などを勤めた。
文書群の内容　学内の委員会の記録、報告
書類、模擬裁判関係のパンフレットなど。
年　　代　1955（昭和30）～1996（平成 8）
年
数量・編成　全36点。（1）行政資料、（2）
報告書、および（3）印刷物に分類。
伝　　来　1995年の退官に際し本人から寄
贈。
公開条件　当館利用規則に基づき公開。
利用・複写条件　原資料を閲覧。複写は利
用者本人または業者委託による写真撮影と
なる。電子複写は不可。
3 ．小川正孝文書
原 蔵 者　小川正孝（1865-1930）は、愛媛
県出身の科学者。東京帝国大学卒業後、ロ
ンドンへの留学などを経て、1911年に東北
帝国大学理科大学の教授となり、1919-28年
に第 4 代総長として、工学部や金属材料研
究所などを創設した。1908年に新元素を発
見したと発表し、ニッポニウムと名付けた
が、幻の発見に終わったことでも知られて
いる（現在ではレニウムだったと考えられ
ている）。
文書群の内容　文書に限定されず、ニッポ
ニウム関係の器具や試料などを含む
年　　代　1921（大正10）～2013（平成25）
年
数量・編成　全20点。（1）ニッポニウム関
係13点と（2）その他 7点。
伝　　来　2004年に吉原賢二名誉教授を介
し、御遺族から受領。
公開条件　当館利用規則に基づき公開。
利用・複写条件　原資料を閲覧。複写は利
用者本人または業者委託による写真撮影と
なる。電子複写は不可。
4 ．パラオ熱帯生物研究所関係資料
原 蔵 者　パラオ熱帯生物研究所。太平洋
学術協会の委員をつとめていた東北帝国大
学の畑井新喜司教授の提案により、日本学
